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５
　
危
険
性
又
は
有
害
性
等
の

　
　
調
査
の
方
法

　
平
成
18
年
４
月
１
日
施
行
の
改
正
労

働
安
全
衛
生
法
に
よ
り
、
労
働
安
全
衛

生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
や
危
険
性
・

有
害
性
等
の
調
査
（
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ

ン
ト
）
の
導
入
が
本
格
的
に
制
度
化
さ

れ
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
職
長
教
育
の
項
目
に

も
、
危
険
性
・
有
害
性
等
の
調
査
に
関

す
る
も
の
が
導
入
さ
れ
た
。
そ
れ
が
、

「
５
危
険
性
又
は
有
害
性
等
の
調
査

の
方
法
」
及
び
次
項
の
「
６
危
険
性

又
は
有
害
性
等
の
調
査
の
結
果
に
基

づ
き
講
ず
る
措
置
」
で
あ
る
。

　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
や
リ
ス
ク

ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
導
入
さ
れ
た
の
は
、

企
業
等
に
お
け
る
人
員
構
成
の
変
化
や

、
安
全
衛
生
管
理
の
シ
ス
テ
ム
化
の
必

要
性
に
迫
ら
れ
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

　
安
全
衛
生
活
動
を
熟
知
し
た
ベ
テ
ラ

ン
労
働
者
が
定
年
退
職
や
リ
ス
ト
ラ
な

ど
で
現
場
を
去
る
こ
と
が
増
え
た
こ
と

に
よ
り
、
安
全
衛
生
担
当
者
の
レ
ベ
ル

低
下
に
よ
る
安
全
衛
生
活
動
の
弱
体
化

が
懸
念
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
う
し
た
事
態
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

個
人
の
経
験
や
能
力
の
み
に
依
存
す
る

の
で
は
な
く
、職
場
に
お
け
る
危
険
性
・

有
害
性
を
特
定
し
、
リ
ス
ク
の
評
価
及

び
リ
ス
ク
を
低
減
さ
せ
る
措
置
を
組
織

的
・
体
系
的
に
実
施
し
、
安
全
衛
生
水

準
の
段
階
的
な
向
上
を
図
る
仕
組
み
を

活
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
は
そ
う
し
た
仕
組
み
の
ひ
と
つ
で

あ
り
、
そ
の
中
核
と
な
る
の
が
危
険
性

・
有
害
性
等
の
調
査
で
あ
る
（
図
６
、

図
７
参
照
）
。

　
労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
は
、
Ｐ
↓
Ｄ
↓
Ｃ
↓
Ａ
↓
と
い
う

サ
イ
ク
ル
を
回
し
な
が
ら
安
全
衛
生
活

動
を
展
開
す
る
仕
組
み
で
あ
る
が
、
危

険
性
・
有
害
性
等
の
調
査
は
Ｐ（
計
画
）

の
ス
テ
ッ
プ
で
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の

　
　
Ｐ
（
計
画
）
の
段
階
で
実
施

図６　労働安全衛生マネジメントシステムと危険性・有害性の調査の関係

労働安全衛生マネジメントシステム（OSHMS）との関係

経営トップによる安全衛生方針の表明

「労働安全衛生マネジメントシステムの仕組み」

Plan（計画）

Act（改善）

危険性･有害性等の調査

安全衛生計画の策定

安全衛生計画の改善

Check（評価）
安全衛生計画の実施状況の評価

Do（実施）
計画に基づく措置の実施

システムの基本要素

労働者の意見の反映

手順の明文化

記録の整備

担当者の責任･権限の

明確化

※90％に縮小しています。


